
令和７年度 （文化遺産課） 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の

向上 

勤務時間外や職場外にお

いても公務員としての自

覚を持ち、県民の信頼を

損なうことのないよう法

令遵守意識の向上を図

る。 

○ 所属職員全員を対象に職場研修（机上研修）を実

施し、「神奈川県職員行動指針」の内容を改めて周

知・徹底した。 

○ その結果、法令に違反する行為を行った課員はな

く、目標を達成した。 

職場のハラスメ

ン ト （ パ ワ ハ

ラ、セクハラ、

マタハラ等）の

防止 

職員の人権意識の向上を

図り、公務内外を問わ

ず、パワハラ・セクハ

ラ・マタハラ 等、 ハラ

スメント行為の発生を未

然に防止する。 

○ 所属職員全員を対象とする職場研修（机上研修）

において、カスハラ対策について研修を実施し、ハ

ラスメント問題についての理解を深めた。 

○ その結果、課員によるハラスメント行為は発生せ

ず、目標を達成した。 

個人情報等の管

理、情報セキュ

リティ対策 

個人情報など重要情報の

適切な管理 、 取扱いを

徹底し、重要情報の漏

洩、紛失を防止する。 

○ 所属職員全員を対象に職場研修（机上研修）を実

施し、個人情報など重要情報の適切な管理、取扱い

について注意喚起を行った。 

○ その結果、個人情報等の漏洩や紛失は発生せず、

目標を達成した。 

業務執行体制の

確保等 

職員間の 情報共有 、 

業務協力体制を確立し、

業務の遅延やケアレスミ

ス 等 を 防止する。 

○ 職員一人ひとりが、情報共有を図り、互いの業務

に積極的に協力した。 

○ 各グループリーダー・主幹が、ミーティング等に

おいて職員の業務スケジュールや進捗状況を把握

し、業務が適切に執行されているか確認した。 

○ その結果、重大なミス等は発生せず、概ね目的を

達成した。 

財務事務等の適

正執行 

財務規則などの関係規程

や通知等を遵守した適切

な事務手続きを徹底す

る。 

○ 教育委員会リスク一覧のうち、財務の区分で一部

不備（支払手続の遅れ）があった。 

〇 支出が発生する業務については、複数職員により

業務の進捗管理を行うことができるよう、担当者に

よる執行管理表への記載を徹底することにした。 

風通しの良い職

場づくり 

多様な働き方を継続しつ

つ、職員 同士の コミュ

ニケーションが 十分に

取ることができて、お互

いに 相談・協力しやす

い職場環境の構築に努め

る。 

○ 職員一人ひとりが、気軽に相談できるような雰囲

気づくりを心掛けるとともに、本課と駐在事務所の

間で密に連絡を取ることに努めた。 

○ その結果、相談・協力しやすい職場環境を構築す

ることができ、目標を達成した。 

 

様式２ 



○ 令和７年度における不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と今後の課題（所属長意見） 

・ 令和７年度不祥事ゼロプラグラムについては、財務事務等の適正執行で一部不備があったも

のの、法令に違反する行為、大きなミス等は発生せず、概ね目的を達成することができた。 

・ 令和８年度は、職員間の情報共有、業務協力体制の確立等に取り組んでいくとともに、財務

事務等の適正執行については、複数職員による業務の進捗管理を徹底していく。 


